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十監牧武道県東工所儲肇働儲鷹十   
∴‾ 二・ －  
う。   
創造人冒そのものは減少傾向にあると言  
われているが、それでも毎年それだけの数  
のÅ間が革格的に剣道へのPEほくく－、ろうと  
考えていることになる。き   
それだけの稽古牒が必要とする数の木刀  
椚、硯在9割以－とが九州宮崎県の都城で製  
作されている（）   
この調査は1、木刀の生産ク〕ほとんと昔全て  
が九州の山地満都市に偏っている理由と、  
その製作技術の実際を知るべく行った。  
ト 調査の基点  
木刀は、剣遺など明灘稽古に慄瀾きれる  
日本刀の模造品である。   
剣道の稽古に憶欄される日本刀の模造品  
という意味では竹刀と同様の位置にあるも  
のであるが、 竹刀が試合や自由に打ち合う  
楷懸かり稽古に摘む－・反られるぴ）に対して、木  
刀は型の稽古に條われる。   
剣道の昇段試験には、初段から木刀によ  
る形職業接が含まれるr。こぴ）ことから、剣  
道を始めるのに戒、要な道具は胴着一袴、防  
具、竹ブコといったところだが彗 初段を通る  
あたりから木刀を持ち始める者が多くなる。   
また、古流の剣術や渠術などでは、竹刀  
を用し篭る流派もあるも汐〕のほとんどは木刀  
を使って稽古する。流派によⅦて木刀の形  
や段さ 》墓き 鎗材質などが異なっており、  
各流派の木刀はノ賢のまま流派び〕稽古観を反  
映していると言っても過言ではない。   
それら泰ブ〕は、かつては稽酢静が自うぅーで  
削って作ることが多かったようであるが、  
硯在では武道具店で剣道に用いる普及型門  
のものはもちろん旬 各流派の様式の木刀が  
揃えられている。   
現在日本では、年間で4方5千Å前後の  
丸が剣道初段の昇格試験を受けているとい  
○巨全日本剣道連盟では、木刀の寸法について  
以下のように指示している【。   
「総見 太刀三罠三寸五分（約－－○ニセ  
ンチ）柄八寸（約二四センチ）  
小太刀」・尺八寸 ∈約五五センチ）  
柄四寸五分 卜約十掛セン㌣」   
汗昭灘l五十六年度十二軒七日制定日孝剣   
道形解説嘗＿j 財田］法Å全日本剣道連盟編   
集鬼籍行 2綿纏4j   
総見とは柄頭から。刃先までの全長を言う√ 
太刀は粧ヨ奉刀のうち、刃那が二罠以上椚も  
卵。ノ巨太刀は一冊一尺以上二見以下のもの戊儲  
す「。ノ巨太刀ほ、脇差とも呼ばれる。  
掛神楽川東学大学院歴史民俗資料学研究革＝尊士   
後期課程  
w238w   
2．取材対象  
工場全景  
呼称：㈱荒牧武道農本工所  
在所：宮崎県都城市 恕工団地と呼ばれる∴貌工教者が撮ま叡軌動紆－㈲ニある招  
請者：荒牧康雄民（硯社長★三代削  
創業：大正十年  
職種：木刀製作  
・・・・二・・  
30年駁Lヒ曙）ものが必要となる。   
他に欄射られる材料としては∴感慨∴頗  
聴、イ弟イ、棒、黒檀ち紫檀、鉄刀本〔ダガ  
ヤサン）寄がある。   
黒檀、紫檀、鉄刀木などは輸丸射で、見  
・－－         －  ・ －  ・   
られふ∴   
枇杷は密度が高く、堅くて粘りがあり木  
3．木刀製作の実際   
以下は、話者の方にお伺いした諸に後述  
の資料を加えて記す。  
凱材料   
材料は、7割ほと¢が経である。話者の言  
うところによれば、窯用品としては国産の  
白樫が最も木刀には適し加ているとし－う。竪  
き、弾性が適度である他、「】ッゲ（ささくれ）  
一ゴニミ〔トーー，   
購入の段階で、丸太の選別には気を慄う。  
節がなく、筋がまっすぐ適った丸太が良いく〕  
汲む1ものだけを選別Lて卸Lてもらうため  
に、ここでは丸太を鰍場の3倍の値段で購  
丸しているとのことだった。〉  
刀の素材とLて極度）て優れてゝ篭るものの、  
太きく育たない性質のため現在は素材が先  
手し難く、高級品とな・つてしまってb㌔るく。  
枇杷の木刀を用いる妾充派汐∋稽古者は、現在  
では代わりに特の木刀を長円‰、ることが多い  
そうである。こ㌢tほ、亀ツヤなと計見た目が  
似ているという理由かちで虜遽封＼業瀾潤  
いた∠ときの質はやはを∋枇杷び〕東刀には歴然  
ゞヒ劣るとのこと－㌘∵ある。   
珍L♭う素鮒としては、浣潔ケ（と呼ばれる  
ものがある。南乳汁夏の特産品であるイスグ）  
束で、老東が風化して芯の部分が残された  
も椚である。こちらもやは約数把と同様の  
教養品で残 高級凍ブヨとなるび   
鰹、ら イ謁う．枇杷伊）産地としては九州産が  
最も適するとい・うが、ゝ 近年は材料が手にÅ  
りに電宅なったため輸入材も枇嵐れはじめ  
て』㌔るとのことだった。 
⑳製作工程   
∴ 素材の乾燥   
自然乾燥で㌔ 板の状態の材木を適度な水  
分の状態になるまで乾燥きせるく）   
樫の場合はユ年で、水分18％の過度な状  
態（となる。乾きすぎると、今度は脆くなっ  
て良くないとのこと。   
イス馬 椿などは、最適の状態になるまで  
に5年かかる。   
風通Lの良い場所であることが重要で、  
そグ〕ため敷地内の駐車場周り♂）開けた場所  
樹木を乾燥蓬せるための倉庫  
－・－、2∴1り－－   
かつての工法   面取り機による現在の面取リ  
を取り囲むようにして、片面を開けた倉庫  
が並んでいる。材料は板材の状態で構Åし、  
曲がりが損ないよう瀬かせた状態で置かれ  
るし）   
こ♂〕工場では海 自社用銅材科澄牒増沌璃  
臥酢所有してお湖、粧紬調鋸針ぞきるよう時  
期をずらして材料を姓太れ旬乾燥させてけいる。′   
三一≠－囲まで昭二首二韓ほ、25年前に現在の機  
械を導入するまでは句 上向きの電動カン1ナ  
を周覧ねるだけで、与 形を整える伊）は全て鶴丸  
相接選楯拍で虜げ沃。J面取り機び〕導丸によ  
㌢〕、今まで8割が事作りであったところを  
現在では逆に8割の工程を機械服すること  
が出来ているとのことである。   
現在こげ〕ユニ視では．鴫 機械を使わず手でこ  
の作業を行える職Åは社民を含めニノ転生ノか  
し▲1：二∴‥i   
＃  線引き   
本目を詭藩．、窪た節など麓■避けるように  
考えて板に線を引き∴太体ネJ〕グ）寸法に板  
を「わく（割る）」し一｝   立場 抱で姿を作る   
沌がけ紆搾葦は≠特に熱瀾㌦た牒雄藩澤  
㌦二）ている 
敵機慕′）をLた璃1け錮須鉦後を義1日雄那宝L  
純で形を性悪▲るずる（ノ この部う鋤こは電気カン  
ナげJような原始的な根城でも尊メもできず 、  
完全に手作業になる。前後を万力で挟み、  
空中に浮かせダニニような；状態で作業をするこ  
のアイディアは九理経有の寒j伊）ではないか、  
〔とのことだ〆コた亡〕こ紆）状態で削ることによ  
り類本：乃の反りを自在に出すことが可能と  
なる。   
飽は、作業酬二改造きれている。車す本と  
三。厚み争耗さを決める   
本刀紆隊類に従い、厚みた薫牒を擁ほ  
斬別部隊∴訃、期先とそれぞ働牒譲凍欄㍑  
る「，現在は聖！が出来てお㌢j、迅三確な厚みに  
仕上£孝三ることが出来る 
軋 面取り   
面取り機と呼ばれる機械で．∴型取りして  
太まかな姿に仕上げる。臣Ⅰ本刀独特の反り  
は、ニの工程で出来る。木刀の堵檎㍉ が溝  
柱の形に削る仁。  
■三・11   
4へ一50檀の錐を使い分け、木刀の姿を作る。  
掛接当たる部分に「イ虹夕子」といって、b  
元の素材ょりも堅い紆質の本をはめ込んで  
強」化！ノて辱うるのである。飽は、【一一Åにつき  
だいたい凋へ藩凋酢雛針阻周せる。演瑠璃妬  
分ければ底が平らな概ガンナ、底に丸みの  
ある反りガンナ、仕上げ庸に用いる仕上げ  
ガンナの三種になるが、これにそれぞれ健  
用する職Åが二束を加えて各作業に適した  
形にしているのである。飽のメンテナンス  
は全て職Åが自分で行ってレ、るため≠ 職人  
の飽は仰山Å－一山Å専用♂）もげ〕となっており  
l叩タ｝短」がついてしまって他ノ先には扱えなも1  
としト1∴  
図面などはなく、何種要頁ものフ  
憶して作る。   
切っ先を経きれるには∴ 確凱  
の鰭行は必要と♂〕ことである。J   
∴∴ 磨き  
誠ト∴パーで磨きを入れ、ツヤを出す。   
凡∴激賞★バッケ…ジンダ   
必、鷺な種類の木刀には塗装弓  
の機械で潮叛ケージして蛙凋打  
十，こ）   七．切っ先をÅれる   
流派によって切っ先の形は様々に猥なる。  
この部分も完全に機械化は出来ず、電動カ  
ンナを用いて職Åの技量に練る作業になる。   
「木刀は切っ先三寸が軋董 といい、この  
部分だけはこの後どんなに技稀が進んでも  
機械化は不可能だろうとのことだった。  
現在この工場では、10ÅのÅ  
奉を生産する。   
現在の機械を導Åする以前雲  
のÅ農を雇い日に27小㌦／30寒が限ノ至  
グ）ことである。  
ー一－－ゴーiゴ一一一   
4．技術伝承   「L獅本業に僕わる丸々を穿儲する羽＝㌔ノかき  
な洞を建てたり太東。署などを倒神体とし  
て祀ったりする。林業関簾者や猟師は作業  
の安登彗○豊猟を祈念Lて正月単五月 さ九月  
の十六日に山の神祭りをする。この田は山  
の神グ〕洗濯の監ぎ、地獄汐）釜の塞が開く目な  
どといい、、山中に′太ケてはを私怨いとされ  
ている」描常時牒凋ま 蔓銅那覇〔民俗i遽笹  
崎県編集郁発行 二闇蹴盗舶   
当ユニ場でもち 木工業に関わる業者として  
こ卵「ヤマノカン」をユ 期5 √〝 9月のi6  
E蔓に行っている。   
焼酎ヰ塞∵塩を終棚上∴緻掛紆「か一台  
に澄も篭て作業ダニ）安全を祈る。j「生き物である  
東を扱ノコてるから仙j との理由とのことで、  
東の供養を兼ねているのだろうか。   
かつてはこの削ま作業を休み、叩m轟E〕酒宴  
を開いたぞう｝㌘ある。現在では、仕黎を休  
みはLないも椚頂上記錯ような儀式を行い  
従業頗には帰りにツマミ椚ようなも朔を持  
たせるそうだく）瞥はどこの木工閣孫潜もや  
っ〉訂いたとげ誘ことであるが㌔ 埼－ではこれ逐  
やる業者坦）少な宅なり「このあたりではう  
ちだけじゃな㍍か＿j と云う。  
級後は従前をとったものの、現在はその  
制度はない。   
技術の習熟に合わせて段階を経て難しい  
仕事を任せるため結果とLて分業の状態に  
なってはいるが∴話者は工程を流れ作儒的  
なものにサるつもりはなく、新Åもいずれ  
全ての作業を自分で行える職Åにするつも  
りで育てているという（＝〉   
習熟グ）課程とLてほ、まずペ…パー叫 によ  
る仕上げの磨きの作業を修凝する（。これを  
2年ほどt㌦たら、次に切でコ先を作る段階に  
移る〔〕   
自分の飽を■持ち、全体の形の仕上げを任  
きれるようになるのは、最盛でも十年鞘修  
行が必要とグ）ことである√。   
話者が語るところによれば、新Åにはま  
ず「木刀と「叫緒に寝ろ」と言うそうだ。寝  
ていても東ブヨグ）ことを考えるくら㌦笥になれ、  
ということであろうか。また、「許i就職活動』  
のつもりで来る丸は∴太接すくややめてしま  
うー」という済もあった。   
とりあえずⅥ“山通りのことが出来るように  
なるまで、最短㌦㌘5年。－－一Å前になって自  
分の飽を持つようになるげ〕が10年とのこと  
である。  6．技術伝承上の問題点   
現状ノ、こげ錐ヒ寧を続けるにあたって、問  
題点は太蒸く二つ挙げられる。   
欝誹に木刀に適する本の穫瀕は広葦樹で  
あるが、近年これらダ）穫が手に入りづらく  
なっている点。   
醇彗コ檜などの針葉樹は搭j費を投じて切り  
出されているも汐）の、樫等は「雑木」とL  
5．信仰儀礼等  
l＿u林業に関わるÅ々全般に信仰される対  
象とLて、「山の神（ヤマノカンうハ＿jがある。   
宮崎県史では、山の神を以下のように説  
明する。  
‥ユj「；－，・・・・   
っているが、イラク派遣時には毎年催され  
ていた銃創道太会が開催自粛され注文数が  
激減したということ宅）あ／二）たそうだ。特に  
政変著しい昨今は、政治の動きに憐憫漆牒  
うことになるL。  
ての放いで余り注巨ぎされていないためであ  
かそうだ。また、近年の負然保護のスm－伸  
ガンもこの材料不足に摘草をかける。   
そのためこの木工所では、広葉樹を増や  
すための運動に積極的に番加している。宮  
崎を拠薫とする「どんくヰ、り乱藍う¢0年の凝をつく  
か数」では広葉樹椚植樹活動を行っており、ぁ  
県内の関係する多くの企業がこれに参加L  
ている。元来が広賓樹林の多む包地域であっ  
たため、ぞ鞘環境に適した事業を行ってい  
た業者が元の環境を求めることほ瀬ける。  
本二1二業者の他、広葉樹林が生み出す上質の  
水質を求める酒造業や水産業瑚関係者もこ  
の道勤に参加していると乙7〕ことであ㌦った。  
広葉樹はw叫線度育てぼ伐採して婆）残一った切り  
株から巨首然に芽が生えてくると♂）ことで、 
こ職せギタルを作をブ上げるが〕が馴漂である  
そうだ。 
第二に∴剣道Å口自爆が少なくなってい  
軋計である㍍ こ椚錮寧で句 末刀慨磯瀾服瀦  
諾ノ〆3はどにるごってももると♂）こと。話者に  
よれぼ、教育現場における武道離れが薮〉一つ  
とも問題ではないか、とのことである。武  
道を舵㌢），丸れるには学校側で武道場や防  
具一竹一刀等相違具を揃えぬばならず＼予償  
がか澄む。▲ そのため、鹿追汐〕取を〕．太れに二  
の足が踏まれているのではな転うか、という  
ことだった。敦盛時には翫㌦6斬成った春  
甘掛者も、硯在は増軒になって↓茂って守  
るとのことである（Hヨ 餐国シェアの9割を、  
現在こ汐〕童軒で賄っているわるナである。   
欝∴㍉ ニニが）点どちらに感）、行政のあを〕方  
によって大きく左右きれるという共通点が  
ある。   
こ汐〕工場では銃剣造園けの東萩も取り扱  
7．付記   
巨ヨ本グ〕本プ〕生産の殆どを担う都城プ）木刀  
産業は、．大正十年、荒牧武道農本工所の設  
立者である荒牧和三氏が福岡県から宮崎県  
伊）都城に移〟つて木刀製作を始めたことがそ  
の起源となる。当時、都城には軍需に応じ  
て太巌に陸相が蘭れており≠ これを主な顔  
料とする柄本（農鼠グ）柄j 産米が隆盛して  
いた。おそらく朝三既も、同じく樫で作ら  
れるものの多♭㌔木刀の材料針求めてこ椚瀾  
墟に拠点を移Lたも椚と思凍れる。〕戦紋は  
雄翫〔ほ凝の武道繋漉瀾摘㍑∴上狛乳業を盈  
俵なくきれたもぴ〕の鴇 こげ〕禁令が解かれる  
と俄かに率刀び）需要が増加した「∴張放流道  
具木二［所の現社長である荒牧康雄£覧に伺う  
ところによ才tば、このとき、東京の太手ス  
ポー叫ツ用具企業げ）嘉辰が直ノ哲に都城まで出  
向いてきて、木刀の生産を依柵に舅莞たと云  
圭。また、農具の需要低下に併有柄本屋か  
ら木刀尊皇作ハ＼と転換する業者も多く伐れ、  
荒牧蔑も孫子入りを希望する業者は轍極的  
に隠範に取って技術を広め、愛国からの濡  
整に応えた。   
結果として都城に木刀産業が洛中するこ  
とになった理由は不明であるが、おそらく  
は原料である櫻射び）不足による婆｝♂〕と思わ  
れる。大規模建築などには向かない材質で  
三ートトー▼   
あ叢ゾ搾乳右二名′㍍机新明雛臥がなく旬 羅凝が鳶磨  
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